








































































　４年ぶりの「けやき」です。

　私が今年、皆様にお伝えしたいことを話そうと思います。まずは、次の３つのことを目標に

すごしましょう。

「もったいないね」（大切に使う、むだにしない）

「がまんしようね」（自然の計らい（天災）　断食、たえる力がついてくる）

「はずかしいよね」（うそをつく、だます、めいわく）

　これまで日本人が大事にしてきたのは、「良心」です。その良心をどのようにして実践すれ

ばいいのかという答えがこの３つの言葉です。昔は両親から子供へときちんと教えられたこと

でしたし、自然と誰もが身につけていたことだと思います。それは日本人としての「絆」、地域

の「絆」、家族の「絆」、そして　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　兄弟の「絆」がしっかりとあった

から、子供たちは親を見て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周りを見て自然と「良心」が育っ

てきたのです。教わらなく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　ても、１日の生活の中で身体で

学んでいったのです。

　この良心と絆が崩れてきて                                            いるから、今いろんな問題が

起きています。いじめなどの                                            学校問題、教育問題が深刻な

状態になっているのもその                                              　ためであると思っています。

　今年はこの大事なことを                                              　お伝えしようと思っています。

　心健導場での法話会から                                            始まって、２００２年６月６日から

東京・四谷にて「天明講演会」                                      　 を開いてまいりました。そして

今年２００７年からは「山手線                                      　 内に場を持つ」という長年の思い

がかなって、東京・五反田にて「天明講演会」を新たにスタートすることになりました。

　今年も「けやき」をとおして、よろしくお願い申し上げます。

けやき
第18号（2007年新春号）
発行日：平成19年1月
発行者：心健導場主宰　天明
住所　 ：〒１６７－００５２
　　　　　杉並区南荻窪２－７－１２
ＴＥＬ   ：０３－３３３４－２５２７

天明
てんめい

心健導場主宰

宮崎県出身。自分を模索。心
と体について師を求め修行・
実践。その間、深層心理学・
哲学・東洋医学を研究し、そ
の集大成<３と９７>の理論を
著書「いのち」に著わした。現
在、企業、団体、カルチャース
クール等でトータルヘルスマ
ネジメントの講演活動を行う。
また、あらゆるところにいかれ
たのに、どうにもならない方や
能力開発のために力をつけた
い方に心と体のカウンセリン
グを行っている。

新年、おめでとうございます



１９９５年秋
　天明先生に初めてお目にかかったのは、１９９５年秋だったと思います。心健導場の床の間に置く水晶玉をご覧になるために
私共の家へお越しくださいました。
　先生にちょっとお会いして挨拶した、２人の子供（当時は長男高校２年、長女中学３年）が、先生がお帰りになった後で私に、
「あの人は神様だな」と言いました。私も同じ思いでした。
　家族の誰かに何か起きた時には、天明先生にご相談しようと思いました。

数日後
　水晶玉をお納めするために、心健導場にお邪魔しました。先生が主人に『いのち』の本をプレゼントしてくださいました。私はそ
の本を夢中で読みました。

１９９８年２月２５日
　右胸に異物があることに気づきました。「癌だ」と直感しました。その時、天明先生が脳裏をよぎりました。私は家事と会社の仕
事をしていますので、それぞれの整理をしました。

２月２７日
　山梨医科大学附属病院へ、娘に付き添われていきました。検査しなければ分からないと言われました。

３月２４日
　入院しました。さらに詳しい検査をするためです。担当医に頭や腰が痛くないかと尋ねられました。

３月２７日
　担当医からすべての検査結果を主人と２人で伺いました。乳癌で、しかも頭の中心部脳下垂体付近と第二腰椎付近に転移し
ていて、転移した個所は手術はもちろん、組織を取り出して詳しい検査もできないと言われました。先に乳癌の手術をして、回復
してから、転移したところの治療をすることになりました。

３月３１日
　約１０時間をかけて乳癌の摘出手術を受けました。家族が必死に勇気づけてくれました。

４月２１日
　退院しました。入院前のようには動けないことに気づきました。家族の助けが大切だとわかってきました。

４月２８．２９．３０日
　静岡県にある藤枝平成記念病院へ、入院しました。脳に転移した癌の治療のためです。そのころ、日本に２、３台しかないガン
マーナイフという機械での治療を受けました。娘がずっと付き添いをしてくれました。

５月１２日
　山梨医科大学附属病院で、放射線での腰の治療が始まりました。週に１度、２、３ヶ月続けたと思います。抗癌剤の点滴も半
年間ほど受けたと思います。

１９９９年６月２２日
　ＭＲＩとＲＩの検査を受けました。いろいろな治療を受けたにも関わらず、結果は芳しいものではありませんでした。腰痛がひどく
なるばかりでした。車椅子の生活も考え始めました。

７月
　腰痛がひどく、立ち上がったり、歩くのが困難になってきました。天明先生に見ていただきたいことを主人に話しました。入院す
る前からずっと天明先生にお会いしたかったことも話しました。
　主人は、「すぐに行こう」と言ってくれました。天明先生に電話で予約をしました。

７月１３日
　天明先生のところに伺いました。山梨から東京へ行くまでに何回も何回もパーキングエリアに入って休むのですが、車に乗って
いるのも、車から降りるのも、さらに車から降りて立ち上がるのも大変でした。東京に着き、主人は天明先生に挨拶すると、車で
待っているからと出てゆきました。今までのことを先生に話し始めると、止め処もなく涙がこぼれてきました。先生も一緒に泣いて
くださいました。
　先生からは「癌には４つの口があるので、食べ過ぎてはいけない」ことを教えていただきました。また、「夏でもシャワーだけでは
なく、お風呂に入ることが大事だ」ということも教えていただきました。それから操法をしていただきました。先生の手が熱く感じた
り冷たく感じたりしました。そして今まで痛く重い腰が楽になっていきました。すいすいと歩けるようになりました。操法していただき
ながら、「３年ね」と先生に言われました。７月は毎週火曜日にみていただく予約もしました。
　帰りは一度もパーキングエリアに寄ることなく、一気に家まで帰りました。主人は大変驚いていました。これまでは頭が痛くて
も、首や肩がこっても、ひどい便秘になっても気にしませんでしたが、自分の身体のことも考えねばならないと反省していました。

７月２７日
　主人も先生にみていただくことになりました。２回目までは車の中で待っていたのですが、私がびっくりするほど元気になる様子
を見てのことでした。

操法仲間 山梨県身延町 遠藤良子　様

ガンで氣づいた夫婦の絆、親子の絆



会員さんの声 お誕生おめでとう

２００３年８月２９日
古角康一・夏来さんに二男・海志くん
２００３年９月１３日　
小泉武久・恭代さんに長男・貴己くん
２００３年１２月１１日
大嶋弦・美由紀さんに長男・亘くん
２００４年２月１１日
原祥太郎・陽子さんに長女・希羽子さん
２００４年３月９日
武藤御夫妻に長男・大翔くん

２００５年１月２４日
池田晃之・君予さんに長女・桃子さん
２００５年４月１２日
青木御夫妻に三女・桜子さん
２００５年５月５日
梅田幸志・美香子さんに長男・兼也くん
２００６年３月９日
古角康一・夏来さんに三男・翼くん
２００６年９月８日
遠藤幹也・かおるさんに長女・みくさん

８月
　８月からは月に２回みていただくことになりました。みていただきながら、色々有益なことを教えてくださいます。“窮屈な下着は
良くないこと”、“背中から腰は冷やしてはいけないこと”、“足袋をはくと良いこと”、“良いお水を飲むこと”。全部実行しています
が、中には辛いこともあります。特に夏のお風呂は大変なものです。

１１月２６日
　病院で、ＣＴ、ＭＲＩ、ＲＩの検査結果、変化ありませんでした。

２０００年１０月８日
　天明先生が私共の町に講演に来てくださいました。末期の癌患者の方もいらして、初めは座っていることもできなかったのです
が、先生のお話が進んでいくと、起き上がって聴いていました。さらに帰りには、周りの人の世話をするほど元気になっていまし
た。とてもいい講演でした。

１０月９日
　長男が車を運転していて、事故に遭いました。ひどいむち打ち症で首が動きません。

１０月１０、11日
　長男の症状がますますひどくなってきました。天明先生に電話で相談しました。すぐに連れてくるように言われました。
　長男を連れて行くと、事故の様子を聞いてくださいました。事故に遭わない方法も教えていただきました。「いざという時は決し
て目を瞑ってはいけない」ということです。その後、操法をしていただきながら、長男はぐっすりと眠ってしまいました。不思議なこ
とに目を覚ますと、首が元のように動くようになっていました。

１０月１５日
　長男にもう一度、操法していただきました。完全に治り、改めて天明先生のすごさを知りました。

２００１年１月３０日
　先生にみていただくのが、月１度になりました。

２００１年夏
　夏のお風呂が楽しみになってきました。汗をかくことが辛くなくなってきました。ひどかった便秘も良くなりました。

１０月２６日
　病院の検査結果、腰に癌の転移が見られないと言われました。転移していた癌が消えてなくなったのです。

２００２年１月６日
　病院で、抗癌剤をやめようと言われました。

２００２年夏
　身体の調子が大変いい。肩こりも便秘も全くといっていいほどない。少しくらいの痛みは、天明先生の教えを思い出しながら、
自分で治せるようになってきました。頭の転移したところも消えているような予感がしました。

１１月２９日
　病院の検査結果、頭の転移した癌も見られないということでした。初めて、天明先生の操法を受けた時の「３年ね」という言葉
の意味が分かりました。その頃には先生から頂いた『いのち』の本はボロボロになっていました。辛い時はこの『いのち』の本をあ
てると楽になり、寝るときにはいつも頭にあてて休んでいたからです。

　今は月に１度、主人と東京へ行き、先生の法話と操法を受けています。毎月毎月、先生にお目にかかる
のが楽しみで、その日が待ち遠しい今日この頃です。長男が結婚し、２００６年９月８日には初孫、みくちゃ
んが家族の一員に加わりました。思い起こすと、孫をこの手で抱けるなど考えもできなかったことです。今
日も主人と子供たち、みくちゃんに感謝しながら、今を活きています。
天明先生、ありがとうございます。



１０月１０日　　 天明講演会
　　　　１５日　　有限責任中間法人フェニックス６０の会役員理事
　　　　２０日　　静岡県学校法人国際開洋学園祭にて講演
　　　　２６日　　山形県カワダ薬局にて講演
１１月　４日　　 熱海牧内断食道場にて講演（～５日）
　　　　　８日　　特老恵那恵光園にてボランティア
　　　　　９日　　山口村センターにて講演
　　　　３０日　　イーマ学会で昭和大学医学部旗の台教室の
　　　　　　　　　　健康づくり推進員養成講座にて講演
１２月　１日　　 イーマ学会講演
　　　　６日　　　上尾市河端様宅にて講演会
　　　 １２日　 　天明講演会
　　　　２８日　　もちつき大会
　　　　２９日　　大掃除

　１月　２日　　初詣
　　　　　９日　　天明講演　新年会
　　　 ２０日    小諸～武石村へ研修
　２月　１日　　恵那市特老恵那恵光園にてボランティア
　　　　　　　　　　恵那カモミールにて講演
　　　　　２日　　吉沢守と天明のジォイントレクチャー
                     （中日新聞に掲載）
　　　　　　　　　　中津川商工ホールにて特別講演
　　　　　３日　　操法
　　　　　５日　　室蘭へ（～９日）
　　　　１３日　　天明講演会
　　　　１４日　　室蘭へ
　３月　１日　　 山形県山形グランドホテルにて
　　　　　　　　　 鈴木貞子女史受賞祝いでスピーチ（～２日）
　　　　　３日　　室蘭へ（～１０日）
　　　　１３日　　天明講演会
　　　　２０日　　室蘭へ（～３０日）
　４月　１日　 　室蘭（～２日）
　　　　１１日　　室蘭（～１６日）
　　　　　　　　　　第１回経営者セミナー、中津川シャトウ落合にて開催
　　　　２４日　　Ｋサロンにて講演
　５月　８日　　 天明講演会
　　　　１５日　　セーフティーワールド新製品発表会にて講演
　　　　１７日　　第２回経営者セミナー、中津川シャトウ落合にて開催
　　　　　　　　　　（～１９日）
　　　　２１日　　ＱＶＣジャパンにて、ビューティフルエイジング㈱の
　　　　　　　　　　満足靴学スリッパ
　６月　３日　　 セーフティーワールド㈱沖縄研修
　　　　１２日　　天明講演会
　　　　２１日　　第３回経営者セミナー、中津川シャトウ落合にて開催
　　　　　　　　　　（～２２日）
　　　　２３日　　ＱＶＣジャパンで開局初瞬間売り上げ最高出す
　　　　　　　　　　ビューティフルエイジング㈱の満足靴学の靴
　　　　２８日　　恵那恵光園にて幼児とボランティア
　　　　　　　　　　恵那喫茶ほのかにて講話会
　　　　２９日　　落合公会堂にて講演
　　　　３０日　　操法
　７月　５日　 　上尾市河端様宅にて講話と操法
　　　　１０日　　天明講演会
　　　　２０日　　上尾市河端様宅にて講話
　　　　２１日　　上尾市民体育館で剛柔流空手道日誠会にて
　　　　　　　　　　「きらりと命」講演
　　　　２４日　　ニューオータニガーデンコートクレセントにて
　　　　　　　　　　ライオンキング交流会にてスピーチ
　８月　２日　　 ゴルフ及び中津川の長多喜にて
　　　　　　　　 　経営者セミナー反省会
　　　　４日　　 佐久平へ
　　　　５日　　 札幌吉岡様宅と安部様宅へ
　　　　６日　 　富良野　～　旭川　～　支笏湖へ　（～１２日）
　　　１６日　 　府中恵じん会病院へ神山孝子さん手当てへ
　　　１７日　 　津軽三味線佐藤通弘講奏会
　　　　　　　　　大泉で池田様宅のスタジオにて
　９月　４日　　吉澤守氏と佐久平川上村へ
　　　　　　　　　　藤原社長たずねディホームにて講話・操法
　　　１１日　　 天明講演会　
　　　１３日　　 新潟県魚沼郡永林寺へ
　　　１５日　　 リチャード・アンゲリカ送別会、上尾にて
　　　１７日　 　「還暦の風景」出版パーティーにて講演
　　　２６日　 　苫小牧地震　　（９月８日　池田引き上げる）
　　　２７日　　 大阪より園田澄子さん来導（～１０月３日）
１０月　１日　　牧野勇二郎氏（貴嶺会）と新橋第一ホテルにて
　　　　９日　 　天明講演会
　　　１２日　　 日波研療術専門学院関西校開校祝　特別講演
　　　１３日　　 阪和住吉総合病院へ園田澄子様見舞い操法
　　　２５日　　 夫婦会に、明治記念館花がすみにて
１１月　４日　　セーフティーワールド㈱のタイ国研修へ（～７日）
　　　１３日　 　天明講演会
　　　１５日　 　恵那恵光園にて幼児とボランティア
　　　　　　　　　恵那喫茶ほのかにて講話会
　　　１６日　 　恵那いち川にて講演会
　　　１７日　 　操法　　ミヤテック～オートショ ップマツムラ～
　　　　　　　　　　　　　　吉澤守氏へ
　　　２２日　 　親英体道講武会
１２月　６日　　茅ヶ崎大嶋様宅新居おはらい
　　　１１日　　　天明講演会
　　　２４日　　　瞑想に入る

２００２年　（平成１４年）

２００３年　（平成１５年）

天明・活動報告

会員さんの声

おくやみ申し上げます。
ごくろうさまでした。

２００２年１０月　　　野原義三さん
　　　　　　１１月　　　南榎町・中島秀之さん
２００３年　１月　　　石川錦子さん
　　　　　　　２月　　　宮崎市・谷口久江さん
　　　　　　　４月　　　桃幌・安部鹿音子さん
　　　　　　　５月　　　近田光生さん
　　　　　　　８月　　　中津川・吉澤とめ子さん
　　　　　　　　　　　 　小嶋好恵さん
　　　　　　１１月　　　中原栄次さん
２００４年　８月　　　神山隆さん
　　　　　　１０月　　　園田澄子さん
２００５年　１月　　　岩渕アサ子さん
　　　　　　　　　　　　 神山孝子さん
　　　　　　　３月　　　山崎孝之さん
　　　　　　　　　　　 　高澤武雄さん
　　　　　　　４月　　　吉野さん
　　　　　　　５月　　　高橋昇三郎さん
　　　　　　　６月　　　久保五郎さん
　　　　　　　７月　　　遠藤良子さんのお母様
　　　　　　　８月　　　田島みつ子さん
　　　　　　１１月　　　小暮美枝さん
　　　　　　１２月　　　熊澤恵子さん
２００６年　１月　　　日高悠子さんのお母様
　　　　　　　　　　　　 前山先生のお母様
　　　　　　　２月　　　永井心也君のおじいさま
　　　　　　　　　　　 　杉浦憲幸さんのお父様
　　　　　　　　　　　 　古田雪子さん
　　　　　　　６月　　　日高悠子さんのお父様
　　　　　　１０月　　　南木曾・大倉さん
　　　　　　１１月　　　長谷川東星さんのお父様



　１月　８日　　 天明講演会
　　　１２日　　 　「道草しながら生きようよ」英訳依頼する
　２月　６日　　 日本健康運動指導者講習会出席（～７日）
　　　１２日　　  天明講演会を日地社研取載する
　　　１４日　　  恵那明日苑にて幼児とボランティア
　　　　　　　　 　恵那いち川にて講演
　　　１５日　　  南木曾会館にて講演　長野日報取載
　　　２９日　　  御牧原村へ　下記さんと
　３月１１日　　 天明講演会
　　　　２１日　　セーフティーワールド㈱関西支社へ（～２２日）
　　　　２３日　　園田澄子様大阪より来導　（～２９日）
　　　　２８日　　大田区民プラザで世界武道大会へ
　４月　４日　 　ゆうわ会主催のボランティアで浅草雷門周辺掃除
　　　　８日　　  天明講演会
　　　２８日　　  ＡＭ５．００札幌三角山登山
　　　　　　　　　 ＡＭ７．００札幌三角山放送コミュニティーラジオに生出演
　５月１３日　 　天明講演会
　　　　１６日　　新所沢コミュニティーセンターで雑学大会にて講演
　６月　５日　　 焼津の落合社長の別荘見学
　　　　６日　　  牧内断食道場見学（熱海）
　　　　１０日　　天明講演会
　　　　２６日　　恵那明日苑にて幼児とボランティア
　　　　　　　　 　恵那いち川にて講演
　　　　２７日　　南木曾会館にて講演
　　　　２８日　　操法
　７月　８日　 　天明講演会
　　　　１３日　　㈱サンリッチにて講演
　　　　１６日　　セブンティーンクラブにて講演
　　　　１８日　　ありがとうおじさんへ　（～１９日）
　　　　２０日　　セーフティーワールド㈱新社屋祝出席
　　　　２３日　　ユントンの会にて講演
　　　　２７日　　園田澄子様来導（～８月２日）
　８月１０日　　 孝子さんよりいただく
　　　　１２日　　天明講演会
　　　　２３日　　日刊現代の野口哲英コーナーで掲載
　９月　８日　 　三鷹の新和塾にて講演
　　　　　９日　　天明講演会
　　　１１日　  　木曾カントリー倶楽部にてニセン工芸社長様の接待
　　　２０日　　  四国８８ヶ所まいりへ
　　　２５日　  　鹿児島へ　植田様宅にて講話会
１０月　３日　 　四国８８ヶ所まいりへ　（～７日）
　　　　８日　  　杉浦憲幸・静子新築祝　おはらいへ
　　　　９日　 　上尾市河端様宅にて講話会（～１０日）
　　　１４日　 　天明講演会
　　　１８日　　 赤坂の牧内断食教室にて講演
　　　２８日　 　池田出版へ　君予さん同行
１１月　２日　　四国８８ヶ所まいりへ　（～６日）
　　　１１日　 　天明講演会
　　　２０日　 　天明塾バスツアー６８名参加、南木曾へ
　　　２１日　 　新潟大学院安保徹教授と天明の特別講演
　　　　　　　　　南木曾会館大ホールにて
　　　２９日　 　「天明の子守唄」のＣＤ作成
１２月　４日　　日立へ導場の下見に中島康允氏と
　　　　　９日　　天明講演会（忘年会）

　１月　６日　　 アジア連合にてスピーチ
　　　　　９日　　埼玉武道会館にて剛柔流空手道
　　　　　　　　　　日誠会の寒げいこにて講演
　　　　１３日　　天明講演会
　　　　１６日　　台湾研修（～２０日）
　　　　２１日　　豊島区女子栄養大学研修室で
　　　　　　　　　　都伯水会主催にて講演
　２月１０日　　 天明講演会
　　　　２６日　　泰阜村の松島維新塾へ出席
　　　　　　　　　　　恵那共同福祉会館にて講演
　　　　２７日　　南木曾会館にて講演
　　　　２８日　　操法　名古屋泊
　４月１４日　　 天明講演会
　　　　２２日　　いちごがりへ（～２４日）
　５月１２日　 　天明講演会
　６月　２日　 　ブラジルパラナ老人福祉「和順会」へ寄附
　　　　９日　　　天明講演会
　　　２５日　  　恵那文化センターにて講演
　　　２６日　  　南木曾会館にて講演
　　　２７日　  　操法　　メリノール宣教会の座禅へ
　７月　７日　 　中津川にて３名、末期がん操法指導
　　　　　　　　 　（～８日、龍神現れる、１０名が体感する）
　　　　１３日　　タクシー車内、
　　　　　　　　　　交差点でワゴン車と事故ににならずに済む
　　　　１４日　　天明講演会
　　　　２５日　　メリノール宣教会の座禅会へ
　　　　３１日　　埼玉大西内科へ古田様手当て
　８月　５日　　 東京新聞朝刊（８月１１日）
　　　　　　　　　 安保徹教授と天明の２０周年講演掲載
　　　　１１日　　心健導場２０周年、天明講演会３００回記念講演会
　　　　　　　　　　安保徹教授と天明で東京ガーデンパレスにて
　　　　１４日　　埼玉大西内科へ古田様手当て
　９月　３日　 　日比谷公会堂で平成世直し劇「幕末早慶戦！
　　　　　　　　　　大隈重信と福沢諭吉」に出演
　　　　　８日　 　天明講演会
　　　　１０日　 　ニセン工芸社長との接待ゴルフ
　　　　２６日　 　メリノール宣教会で座禅会
１０月　２日　 　滝の川会館にて講演
　　　　　８日　　埼玉上尾市支部発足、代表河端一馬氏（～９日）
　　　　１３日　　天明講演会
　　　　１４日　　五日市、秋川神めい屈にて座禅会へ（～１５日）
　　　　２２日　　恵那シクラメンにて幼児とボランティア
　　　　　　　　　　蘭公民館にて講演
　　　　２３日　　シャトウ落合にて講演
　　　　２４日　　メリノール宣教会で座禅へ
　　　　　　　　　　　熊澤様見舞いに
１１月　８日　　 安心より取載
　　　　１０日　　天明講演会
　　　　２６日　　出合いフォーラムオープンワールドへ
　　　　　　　　　　アイニンファンファンにて
１２月　８日　 　天明講演会（忘年会）
　　　　２３日　　昭和３０年代村ツアーで熱海へ
　　　　２６日　　メリノール宣教会にて座禅へ

２００５年　（平成１７年）２００４年　（平成１６年）

開業祝

２００３年５月
オートショップマツムラ社長、松村貴文さん
有限会社レック小黒社長、小黒武夫さん

行ってらっしゃい

２００３年７月
小黒沙織さん（ニュージランドへ語学留学）

お祝い申し上げます
２００４年１１月
ミヤテック新社屋完成、社長宮下雄一郎さん

会員さんの声

御結婚おめでとうございます
２００５年４月２３日　遠藤幹也・かおるさん

本社へ栄転おめでとうございます
２００５年５月　　平野良さん



２００７年から「天明講演会」の開催日、会場が変わります

　１月１２日　　 天明講演会
　　　 １４日　 　宮崎へ（ユウ子さん香典持参）
　　　　２６日　　宮澤氏主宰「夢塾」にて講演
　　　　２８日　　上尾支部にて講話会（～２９日）
　２月　２日　 　台湾へ有機農法の研修（～５日）
　　　　　９日　　天明講演会
　　　　１７日　　頭山満生誕１５０年へ
　　　　２４日　　名古屋へ
　　　　２５日　　恵那シクラメンにて幼児とボランティア
　　　　　　　　　　恵那市福祉会館にて講演
　　　　２６日　　南木曾会館にて講演
　　　　２７日　　シャトウ落合が心健導場恵曾支部発足
　３月　　　　　　池袋１５`３月号に掲載
　　　　　１日　　㈱ニッテイライフにて社員（幹部）講演
　　　　　２日　　㈱ニッテイライフにて社員（入社１～２年）講演
　　　　　５日　　おはらい２ヶ所
　　　　　７日　　茅野の鎌さんへ
　　　　　９日　　天明講演会
　　　　２５日　　ビューティフルエイジング㈱移転先おはらい
　　　　２７日　　ツカサグループにて講演
　４月　　　　　　池袋１５`４月号に掲載
　　　　　５日　　㈱ニッテイライフ新入社員講演
　　　　１２日　　石川家新築おはらい
　　　　１３日　　天明講演会
　　　　２８日　　シャトウ落合にて中條高徳先生講演
　　　　　　　　　 （桜を植える会前夜祭）
　　　　２９日　　ホテル木曽路にて桜の木植樹祭
　５月　１日　　　千葉市若葉区倫理法人会にて講演
　　　　１１日　　天明講演会
　　　　１２日　　岡山～三次～岡山泊　全生山開塾こけらおとし
　　　　２２日　　中條ゴルフコンペへ（鬼怒川にて）

　６月　８日　　天明講演会
　　　　１２日　　札幌へ研修
　　　　　　　　　　ポーランド在住の豊泉氏交通事故。札幌より遠隔操法する
　　　　１６日　　アンチエージング国際シンポジウム&エキスポ東京２００６出席
　　　　２４日　　恵那シクラメンにて幼児とボランティア
　　　　　　　　　　シャトウ落合にて講演
　　　　２５日　　シャトウ落合にて講演
　　　　２６日　　操法後、羽田より札幌へ
　　　　２７日　　札幌にて研修
　　　　２９日　　杉並区山田区長に接見
　７月　６日　　 天明講演会
　　　　　８日　　ギリシャ～サントニーニ島～ドイツ・ミュンヘン（～２１日）
　　　　　　　　　　結婚式出席とドイツ日誠会にて講演および氣功
　　　　２６日　 　杉並区井出教育長、佐藤事務局次長に接見
　８月１０日　 　天明講演会
　　　　１１日　　四国、歩き遍路へ（～１４日）
　　　　１９日　　ニセン工芸社長より接待ゴルフ（～２１日）
　　　　２６日　　上尾支部へ
　９月１４日　　 前山先生講演会
　　　　１７日　　東京全日空ホテルにて日本臨床代替医学会に出席
１０月１２日　 　天明講演会　
       １５日　 　宮崎県庁健康増進課野口様へ（～１６日）
       ２０日　 　台湾（新竹）氣功の研修（～２３日）
１１月 ９日　  　天明講演会
      １１日　 　 南木曾デイサービスセンターにて幼児とボランティア　　
　　　　　　　　   南木曾会館にて講演
　　　１２日　　　シャトウ落合にて講演
　　　　　　　　 　ゲストで釈正輪大和上様にご講演頂く
　　　１３日　 　 操法
　　　１５日　  　名古屋へ出張操法
　　　 ２０日　 　伝聴研で伝田様と不思議な出来事
１２月１４日　　 明治記念館にて講演会（忘年会）

２００６年　（平成１８年）

毎月

第１の木曜日
となります。

２００７年１月１１日（木）
　　　　　　２月１日（木）
　　　　　  ３月１日（木）
　　　　  　４月５日（木）

１８：１５受付開始
１８：３０－２０：００終了予定

会場/

ツカサ五反田本社５階
東五反田５－２２－３７
ＪＲ五反田駅東口徒歩５分
都営浅草線五反田駅
Ａ４出口　徒歩５分

http://www.222.co.jp/

１月のみ第２木曜日です。



　干支では、一番の「子（ね）」の年、時刻でいうと、日付が変わる夜中の１２時を指します。

　今年は、原点を見直す年です。

　そこで天明は、皆様に「三宝」をお伝えしたいのです。

　「三宝」とは、「自分に自信を持つ」、「自分を信頼する」、そして「自分に感謝する」です。

　自分に自信を持つとは、自分で自分にうそをつかないということです。自分で自分を信じる

ことはすごい事です。人の言うことは信じられても、自分を信じるというのは、自分に余程の

自信がなければできないことだからです。

　自分を信頼するとは、相手を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許す、信頼する、受け入れるという

ことです。どういう人であろうとも、　　　　　　　　　　　　　　　　　たとえだまされたとしても、相手を

許す、受け入れる。そして　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人の長所も短所も含めて信頼する

ということです。

　自分に感謝するとは、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありがとうです。病気になっても、

倒産しても、いじめにあっても　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありがとう。なにか原因があった

から、病気になった。倒産した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いじめにあったのです。

　この「三宝」を原点に、「自分がされて嫌なことは人にしない」ということです。

けやき
第22号（2008年新春号）
発行日：平成20年2月
発行者：心健導場主宰　天明
住所　 ：〒１６７－００５２
　　　　　杉並区南荻窪２－７－１２
ＴＥＬ   ：０３－３３３４－２５２７ 天明

てんめい

心健導場主宰

宮崎県出身。自分を模索。
心と体について師を求め修行・実
践。その間、深層心理学・哲学・
東洋医学を研究し、その集大成<
３と９７>の理論を著書「いのち」に
著した。現在、企業、団体、カル
チャースクール等でトータルヘル
スマネジメントの公演活動を行う。
また、あらゆるところにいかれた
のにどうにもならない方や能力開
発のために力をつけたい方に心と
体のカウンセリングを行っている。

おめでとうございます。
　３が日は、心があらわれるような青空で、おだやかな日でしたね。

　天明の賀状が来ない、どうしたのか、何か意味があるのか、家だ

け届いていないのかしら等の問い合わせも含めて、いろんな思い

をさせてしまいましたが、御安心ください。

　今年から、賀状（目標）と会報「けやき」は、節分（２月３日）から新

年（旧暦）を迎えることになりますので、２月に発送することにいた

します。

今年の目標は、「絆（きずな）」です。



☆☆☆「2008年の目標は絆です」

　今、家族が崩れています。子育ては、「修業」なのです。しんまい親が赤ちゃんによって、

勉強させてもらう修業なのです。

　赤ちゃんは言葉では言わないので、泣き声、笑うと表情、体の動き、うんちを観て、親が判

断しなければいけないのです。1人ひとり表情がちがうので、教科書ではできないのです。

　家庭とは、感じ取る、氣づくという感性を学ぶ場なのです。

２１世紀は、「光」の時代です。

　もう1つ、大変大事なお話しをいたします。

　それは、なぜ天明がこの地球で「３と９７」を皆様にお伝えしているかということです。

　

　２１世紀は、光の時代です。地上は地震や火山の噴火があり、経済は半導体の産業が

栄えます。

　２０１２年、地球はフォトン・ベルト（光の帯）に入り、これから２０００年もの間、光のエネ

ルギーを浴び続けるといわれています。

　だから、　氣づき、感じる感性を持たないと、生き残れません。

　毎月第一木曜日に行っている呼吸法と氣功を体現して、宇宙と一体化することです。

　フォトン・ベルトに入ると、淘汰の時代が始まり、感性の人だけが生き残れるようになりま

す。そうしなければ、地球がもたないからです。食糧も足りなくなるし、エネルギーも足りな

くなります。

　宇宙と一体化できる感性を持った人たちは、地球を壊すことはしません。

　地球があって、わたしたちは生かされているのです。

　このことに氣づけば、戦争もなくなるし、争い事もなくなります。自分だけがよければとい

う考え方では生きていけなくなるのです。２１世紀は、みんなで分かち合う、共に助け合う

時代に入っていくのです。

　このことをお伝えして地球人を守るために、天明は宇宙からやってきたのです。

　２０１２年からは、宇宙と一体化した感性を持つ人しか生き残れなくなります。なぜなら、

わけがわからないことが多々起きてくるからです。これまでは目に見える世界が脅威でし

たが、これからはエイズや鳥インフルエンザなどの目に見えない世界が脅威となってきま

す。今までのように学んだ知識では命は守れないのです。氣づく、感じ取るという動物的

感性が大事なのです。

　だから、「３と９７」の９７が表に出る時代に入っていくということです。

　見えない世界で様々なことが起きてきます。だから、動物的感性を磨いて、氣づく、感じ

取るしかないのです。



ホームページを開設いたしました。ぜひ、ご覧下さい。

アドレス http://www.tenmei-keyaki.net/

１２月２２日、心健導場にて忘年「もちつき大会」を行いました。

１月１０日、神田明神への初詣と日本橋で新年会を行いました。

７年ぶりに心健導場で忘年「もちつき大会」を行いました。
１２０名の方がお越しくださり、遠く新潟県からも駆けつけて下
さいました。早稲田大学の学生さんにお手伝いいただき、
みなさんで１年を締めくくることができました。

２００８年の初詣は神田明神に参拝い
たしました。今年１年の感謝の氣持ちを
みなさんそろってお祈りいたしました。

新年会は日本橋で行い
ました。ツカサ川又代表
が駆けつけてくださり、ご
挨拶をいただきました。
みなさんで１年のすばら
しいスタートをきることが
できました。



１２月３日　　　　板橋と聖路加病院へ出張操法
１２月５日　　　　操法、駒沢と高野病院へ出張操法
１２月６日　　　　天明講演会
１２月７日　　　　駒沢へ出張操法
１２月１０日　　　板橋出張操法
１２月１2日　　　 会報誌けやき21号、発送
１２月１３日　　　板橋と八王子出張（～１４日）
１２月１５日　　　伊東へ（～１６日）
１２月２２日　　　もちつき大会
１２月２４日　　　あるが会にて講演
１２月２５日～　　瞑想に入る
１２月３１日　　　伊東へ研修（～１月１日）

１２月１日、２日、８日、１１日、１７日、１８日、１９日、２０日　操法

　１月１０日　　　初詣、神田明神　のち新年会
　１月１１日　　　板橋出張、溝の口整形外科へ出張操法
　１月１２日　　　操法、埼玉支部にて呼吸法指導（～１４日）
　１月１５日　　　南木曾へ出張操法
　１月１７日　　　八王子出張操法
　１月１８日　　　板橋と本郷東大病院へ出張操法
　１月２５日　　　板橋出張操法
　１月２６日　　　伊東へ（～２７日）
　１月２８日　　　八王子出張操法
　１月２９日　　　㈱キャリアコンサルティング志学会にて講演
　１月３０日　　　五反田出張操法

１月７日、８日、１６日、１９日、２０日、２１日、２２日、２３日、２４日、３１日　操法

２００7年12月
～２００8年1月天明・活動報告

１８：１５受付開始　　　１８：３０－２０：００終了予定

会場/ツカサ五反田本社５階 東五反田５－２２－３７　　
（ＪＲ五反田駅東口／都営浅草線五反田駅Ａ４出口より徒歩５分）

毎月第１木曜日は
「天明講演会」の日です天明 講演の会

講演終了後は
懇親会も行っております。
ぜひご参加ください。

会員さんの声

おくやみ申し上げます。ごくろうさまでした。

2008年2月 7日（木）　　夫婦の絆
3月 6日（木）　　親子の絆

おめでとうございます

７歳祝　石川菜央ちゃん

　２月１５日　　　猪狩誠様
１０月　５日　　　猪狩誠様の奥様
１２月　６日　　　迎（むかい）明様
１２月２０日　　　大谷哲郎様

4月 3日（木）　　兄弟姉妹の絆

おばあちゃん
の知恵袋より

物忘れした時
のおまじない
もしやもしや
もしやもしやの
山に腰かけて
糸のもつれを
ほどかんとす

忘れものをいう

糸　
も～っれんぼ　
こ～れんぼ　
ほ～と～け様
の絹の糸

柱か壁に、
はさみの歯を下に大きく開き、立てて、
この言葉を言うと
物忘れを思い出しますよ。

この指、
と～まれ！

ホームページ作りの得意な方
ブログの記述の得意な方

天明ワールド実現に向かって
ご協力頂ける方は、
下記までご連絡ください。

090-2768-8109

はさみの歯を
下にして
大きく開いて…

１月22日　武藤佳仁、和代夫妻に長女誕生



けやき
第24号（2008年夏秋号）
発行日：平成20年10月
発行者：心健導場主宰　天明
住所　 ：〒１６７－００５２
　　　　　杉並区南荻窪２－７－１２
ＴＥＬ   ：０３－３３３４－２５２７ 天明

てんめい

心健導場主宰

宮崎県出身。自分を模索。
心と体について師を求め修行・実
践。その間、深層心理学・哲学・
東洋医学を研究し、その集大成<
３と９７>の理論を著書「いのち」に
著した。現在、企業、団体、カル
チャースクール等でトータルヘル
スマネジメントの公演活動を行う。
また、あらゆるところにいかれた
のにどうにもならない方や能力開
発のために力をつけたい方に心と
体のカウンセリングを行っている。

「天命」を受けてから激動の２ヶ月半でした

　けやきの夏号がお手元に届かなくてどうしたのかなと思っ

ていた方もいるかと思いますが、それは私が天から受けた使

命成就の一報を待っていたからです。

　その一報は、原稿打ち合わせの当日に入ってきました。こ

の使命を頂いてから、まるで「天のシナリオ」があるかのよう

にものすごいことが起こり始めたのです。今回はこの２ヶ月

半の出来事をご紹介しましょう。

７月１６日　天からある使命を授かる

　天からある使命を授かったのは、７月１６日のことです。

７月２８日からは、台湾へ出かけて、ゼロ磁場でエネルギー

の充電をしてまいりました。帰国後、すぐに向かったのは、岐

阜県関市の霊峰高賀山での滝行です。ここで禊ぎをしてきま

した。
　　　今年は川の水量が多く、水の

勢いは強いものでした。

　そしてその滝行の最中、全員

に天より、明るい“光の輪”がさ

しこんできたのです。

　釈先生のお弟子さんの竹翠

さんが何度もここで滝行を体

験されていますが、これまでに

見たことがない光でしたとおっ

しゃっていました。

　全員がひきあげた後に、他の

カップルが滝に打たれていまし

たが、「こんな光を見ることは

ありませんでした」と竹翠さん

から聞きました。私たちは滝行

で精一杯でしたので、その光に

は気づきませんでした。



昼間なのに
天より明るい、光の輪
がさしていた

8月20日　いよいよ天命の石を探して、八甲田山へ

　

　大雨、１メートル先が見えないような霧の中を５個の石を探しに

八甲田山へと出かけました。

　３つ目の石を見つけての帰り道、硫黄が出ている間欠泉があり

ました。今はガスが出ていないにも関わらず、立入禁止になって

いましたが、そのロープを越えて、「八甲田山の息抜きをしないと

いけない」と感じてお祓いをしていると、なんとガスが出てきまし

た。３人は「危険」と思って慌てて飛び出しましたが、そのお祓い

で山が蘇ったのです。その隣には温泉の地獄池があります。往く

道にはなかったのに帰り道でのこと。滝の下に「白龍」が昇って

いるのを車を止めて３人で見ました。

　そして八甲田山から下山してきて昼食しようと、車を止めたと

き、空にふたたび「白龍」が出てきたのです。周りは曇っているの

ですが、そこだけがポックリ青空になっていてあいています。

　「ああ、龍だね」「御苦労さまと言っているよ」と言って、食事をし

ました。

　翌日、十和田湖の湖畔にある十和田神社にお参りすると、今度

はヘビが歓迎してくれたのです。

　そして、他の数か所のお参りも済ませてきました。

　こんな不思議なことばかりがこれから起き始めるのです。

8月２４日　八甲田山の石がピタッとくっつく

　十和田から、秋田大曲での花火大会に参加して帰ってきた翌

日の２４日、八甲田山で頂いてきた３つの石を触っていると、そ

の２つの石がピタッとくっついたのです。そして三角の小石が手

前におさまったのです。この３つの石は、まったく別々の場所で

頂いてきた石です。ほんとうに不思議です。これを写真に撮り、

この状態のままで聖地に納めるようにとお伝えしました。

　８月２５日、その３つの石を聖地に赴く人のところへと持参しま

した。

　９月２日、とつぜん、「９月１１日」という日付が頭の中に浮かん

できました。その時は何のことはわかっていません。

　

滝

石を持って帰る途中の地獄池で「白龍」出てくる

八甲田山から下山して昼食中、

ポックリ青空に「白龍」が出てきた



　９月６日　八甲田山の石３つを持って、出国されました。

　≪９月９日　金正日総書記　建国６０周年式典に欠席≫

　≪９月１１日、アメリカが金総書記、脳卒中と発表する≫

　という報道がありましたが、９月２日に私の頭の中に出てきた「９月１１日」

というのはこのことだとピンと来たのです。天からのメッセージは、

１週間も前に私に届いていたのです。

９月２１日、七面山の下見に出かけました

　七面山の下見に出かけました。その日は、大雨で、参道が川のよう

になるようなありさまで、宿坊に着くと、リュックサックの中に水がた

まっているほどでした。

　そのため、翌日早朝５時のご来光は、残念でした。

　９月２３日ＡＭ１１時、富士山を見ようと、本栖湖に着いた時には、雨

雲で全然見えませんでした。１０台くらい車がいましたが、諦めて

帰ってしまいました。私たちの２台とほかに１台が残って待っていまし

たが、「じゃあ帰ろうか」「もう無理よ」と言って帰ろうとした時、宮下さ

んが「見えた」という。その時、天明は両手で雲を払っていました。

　そして２、３分後、ポッカリと富士山の頂上が見えてきたのです。そ

こにいた６人（子供２人）はもうビックリ。「なに！？」と鳥肌が立ち、全

員で涙しました。

　

本栖湖で見た富士山

精進湖で見た富士山　そして、精進湖に行きました。

　そこからは富士山のすそ野にひろが

るススキが黄金色に輝いて見えました。

　そして富士山を見ると、右半分に雲が

かかっていて、半分が青空で見えてい

るのです。写真を撮る暇もありません。

みんな、口を開けて「ああ」と言っている

だけです。みんな、こんな富士山を見た

ことはなかったのです。

　不思議なことは、続きます。

どんよりと厚い雨雲がある中、２、３分で雨

雲が消えて、くっきり青空になったところに富

士山のてっぺんが浮かんできたのです。

雲ひとつない青空

雲

黄金色のススキ

西湖で見た富士山

　西湖に行きました。

　すると、今度は左半分に雲がか

かっていて、右半分が見えているの

です。

　こんな富士山、考えられますか。

すそ野まで見えているのですが、半

分は雲に覆われているのです。

　そして車で移動中、河口湖に差し

掛かる頃には富士山は全景、すそ野

まで見えてきました。すると、３分の１

くらいの高さのところに「白龍」が２体

あらわれたのです。口ひげがあり、

爪もある龍で、左は優しそうな龍で口

を開けています。そして右の龍と口

がつながっているのです。

雲ひとつない青空

雲



７月２８日から３１日まで
まほろば台湾ツアー に参加してきました。

　7月28日から31日までの間、株式会社アフロデイジア主宰の「まほろば台湾の旅」に参加させて

頂きました、台湾のゼロ磁場で、エネルギー充電をしてきました。

←　飛行機はビジネスクラスのちょっとリッチな旅です。

　すると、宮下さんが「先生、虹が出ている」と言うのです。

　「どこ？」と虹を探したのですが、見つけられませんでした。

実は虹ではなく、天空（太陽）からの「光の輪」が２体の「白龍」

に差し込んでいたのです。

　車の移動中だったので、この光景を見たのは宮下さんだけ

でした。残念。

　こんなことがあるでしょうか。これは本当のことなんです。

　そして９月３０日です。この原稿は、この日に書くようになって

いたのです。

　「石を納めて無事帰国しました」との報告を受けました。

　これで皆様にこの出来事をご報告することができるように

なったのです。

光の輪

青空にくっきり富士山

２体の白龍が口をつけている

参加者と恵森農場のスタッフ

といっしょに記念写真

↓後方に五指山



大曲の花火 に参加してきました
８月２３日　秋田

　「大曲の花火」は、正式には、「大曲の花火・全国花火競技大会」と呼ばれるそうです。

　全国の花火師たちがこの大曲にやってきて、精魂込めた花火を打ち上げ、自分の腕を披露するのです。

　２８００発の花火が一度に打ち上がるのです。もう言葉がありません。すごい、素晴らしいの一言です。

　人口４万人の町に、花火大会当日には約８０万人が押し寄せてくるのです。わかりますか。

　特別桟敷席をご用意いただきました、株式会社タニタの谷田大輔社長と奥さまに心から感謝申し上げます。

　

→

花火があがるたびに

桟敷席がゆらぎ、

ドドドッ！と地面が

もりあがる感じです。

最後に花火師と観客が

川をはさんで、

ありがとう、ありがとう

………

谷田社長と奥さま

参加したセブンティーン

クラブのみなさま



会員さんの声
おくやみ申し上げます。
ごくろうさまでした。

おめでとうございます
１月２２日　武藤和代御夫妻に長女　美月さん誕生

１月２７日　青木弘和・みゆき御夫妻に四女　りりかさん誕生

６月　２日　豊泉匤範・晴子御夫妻に長男　欧祐君誕生

６月２７日　宮下勝行・由佳御夫妻に長男　惣太君誕生

７月２１日　遠藤幹也・かおる御夫妻に長男　颯汰君誕生

８月２１日　宮下雄一郎・紀子御夫妻に長男　神之介君誕生

４月１２日　　小黒健次郎様

５月１８日　　藤井弓子様

５月２６日　　宮澤昭平様

中津川・天明講演会
ごあんない

11月８日、９日
南木曾、中津川の特老にて
ボランティア講演会を行います。
ぜひお越しください。

平成２０年４月 年少入園（３歳児）　　　池田桃子さん

感　　　　　　　　　謝
東京杉並区　　福島みえ子様

　平成２０年１月１１日（金）の夕方、友人３人に会うために家を出たところ、急に膝に力が入らなくなり、転倒し

てしまいました。バスの発車時間が迫っていたので走っていて、勢いがついていました。顔の左側をもろにぶつ

けて、ゴンという音とともに、額にものすごい衝撃がありました。

　それからどのように家に帰ったかはわかりません。家に帰ると、右手親指と左手小指、両膝も強打したよう

で、激しい痛みがありました。

　なんとか歩けるようになって、天明先生のところに行った時に、「その時の状況は」と聞かれて、「覚えていま

せん」と言ったら、「それはあなたがその時に目をつぶったからです。どんな時でも目をしっかり見開いていれ

ば、かすり傷ですんだのです。目をつぶるというのは、自分で生命を捨てていることです。でも、衝撃が手や足

に飛んでいたのでよかった。額だけに集中していたら、ぐしゃぐしゃになって大変なことになっていた。あなたの

身体があなたを守ったのよ。生命をとられなくてよかった」と言われました。

　そして、「どんなにか痛かったでしょう。よく我慢したわね」と言われたとたん、涙がポロポロと出てきました。

　家に帰ってから、自分の身体に「よく頑張ったね」と心の中で言ったら、後から後から涙が出てきました。

　２回目に伺った時に、天明先生にそのことを話しましたら、「涙は心のお掃除ですよ。３の頭と９７の身体が１

つになったのですよ。便や尿や痰は身体のお掃除です」と言われました。

　転ぶ前日に、お台所をしていたら、足が重くだるくて違和感がありました。そのことも天明先生に話しました

ら、「それは身体が未病（病気になる前）を教えてくれていたのですよ。その時に足を温めたり、天馬でマッサー

ジするとよかったのよ」と教えて頂き、足先を触られて、「こんなに冷たいから転んだのよ。帰宅してすぐにバケ

ツに足の踝が浸かるくらいのお湯をいれて、５分間足を温めるといいですよ。熱くなったら出して、足が真っ赤

になるくらいまでね」と教えていただきました。

　家に帰ってから教わったとおり、熱い湯に足を入れたり出したりしましたから、本当に足が真っ赤になってポ

カポカしてきました。

　自分の中に自分の身体を守る本能があることに気付きました。

　私の場合は、前日に「足が重くだるい」というお知らせがありました。

　これからは、そのようなメッセージに気づいて、行動し、また、目をしっかり見開いて、怪我も病も未然に防ぎ

たいと思います。

操法
仲間

忘年「もちつき大会」
を今年も開催します

2008年

12月20日（土） ＡＭ１１．００　～　ＰＭ３．００

場所　／　心健導場

参加は無料です。ぜひご参加ください。

杉並区南荻窪２－７－１２
ＪＲ中央線・西荻窪下車



天明ブログを開設しました 「心健導場イベント・日記」
ホームページよりご覧いただけます

北京パラリンピック・募金のご報告

　北京オリンピック、そしてパラリンピックが終わり、涙と笑顔と感動をい

ただきました。

　この北京パラリンピックを応援しようと、７人のリーダーの皆さまが暑い

中を募金箱をもって呼びかけてくださいました。また、けやきの会会員様

にもご協力を頂きまして、ほんとうにありがとうございます。

　天明の導場には、平成４年の新築祝いで頂いた「金の壺」があります。

　その壺に、１円玉、５円玉、１０円玉、たまには１００円玉と、毎日毎日、

「１億円になあーれ」とお金を入れてきましたが、お金がこぼれるほどに

なりましたので、郵便局にもっていきました。

　この１６年間で、１円、５円、１０円が貯まって、１１万８６８６円にもなりま

した。

１人１人は小さなことでも、思いやりの絆をつなげていけば、形になって

いくことを体験しました。

　今では再び、この「金の壺」にお金を入れ始めています。

　ご協力いただきました皆様、心よりありがとうございました。

けやきの会Ｇ　　　４３．７５２
光　宝　堂Ｇ　 　　１０．０００
ホテル守田Ｇ　　　　５．４０４
みつげんＧ　　　 　１３．８６２
福島みえ子Ｇ　　　　４．４３３
宮下美保子Ｇ　　　２４．０４１
松川禮子Ｇ　　　　 ２７．０００
松川万里子Ｇ　　　　２．５５９
天明　　　　　　 　１１８．６８６

合計 ２４９．７３７円

会社自己破産による補償債務の苦しさ
岐阜県中津川　　Ｋ・Ｔ様

１.　平成９年３月３１日、悪夢の始まり

　　　メイン銀行より融資がストップとなり、他の金融機関も追随した。会社は、顧問弁護士に相談、自己破産

　　　の道を選択した。

２.　翌日から１ヶ月、悪夢の日々であった

　　　債権者からの電話。社長への連絡問い合わせ、事後処理の方法など、また、個人的には、会社関連の

　　　役員としての補償債務で銀行より返済を求められた。

　　　補償債務は、３行で約３６５０万円であった。

３.　 Ａ銀行の３０００万円は、銀行に出向き、支店長に相談。返済は不可能であろうとの見解で請求の姿勢も

　 　なかった。Ｂ銀行の１５０万円は今までのお付き合いがあり、融資責任者から免責申請を本部へ出して

　 　いただき解決した。

４.　 Ｃ銀行の５００万円は、強硬に返済を迫られた。無収入であり、当面、破産管財人の手伝いをしなければ

　　　ならなくなり、毎月１万円の返済をすることになった。２年ほど返済してから銀行より精算の話があり、

　　 １５万円で本部へ決済願いを出すから了解をしてほしい旨話があり、有難い話であり了解した。

　 　しかし、本部の決済が下りず、話も棚上げになってしまった。

５.　平成１９年７月、突然、債権回収機構より文書で全額返済を迫る連絡があり、愕然とした。

　　 その後、債権回収機構より担当者の３度ほどの訪問で、３０万円で話ができて、ようやく解決となった。

　　 なんと自己破産から１０年でようやく心の苦しみがとれ、妻ともどもほっとできました。

６.　天明先生との出会いから解決の方向にむかったように感じます。

　 　ありがとうございました。

　　　出会いによって、人生が大きく変化する不思議を感じます。

操法
仲間



５月 　１日　　天明講演会
　　　１９日　　通夜、告別式　弓子さん
　　　２１日　　新潟アサヒ医王クリニックへ
　　　２４日　　田植えツアー（埼玉へ）
　　　２９日　　宮澤氏告別式

（操法）　　　　３日、４日、５日、６日、７日、９日、１２日、１３日、
　　　　　　　　 １７日、１８日、２０日、２２日、２５日、２７日、３１日
（出張操法）　２日板橋、８日五反田、９日板橋、１６日板橋、
                   ２０日八王子、２３日板橋

６月　 ３日　　会報誌「けやき23号」発送作業（～４日）
　　　　５日　　天明講演会
　　　　７日　　川渡エコラの森へ　植林と間伐へ（～８日）

　　　１３日　　　　　　商標登録

　　　２１日　　伊豆研修（きらの里）（～２３日）
　　　２５日　　息吹会
　　　２８日　　南木曾・中津川講演会（～３１日）

（操法）　　　　 １日、６日、９日、１０日、１１日、１５日、１８日、
                    ２０日、２４日、２６日、２７日
（出張操法）　 ６日板橋、１３日板橋、１６日甲府下部、
                   １９日中條氏、２０日板橋

７月　　３日　　天明講演会
　　　 　５日    伊東（ツカサ）へ　七夕祭り（～６日）
　　　１１日　　中村クリニックへ　保科様　ヒロ代
　　　１２日　　埼玉河端様へ　安保徹教授講演へ（～１３日）
　　　１４日　　初盆　末子さん　話し合う
　　　１６日　　山浦会　（大きな使命受ける）
　　　１９日　　日高悠子さん上京　都内案内
　　　２２日　　諒君手術
　　　２６日　　中村クリニックへ　保科様　ヒロ代
　　　２８日　　台湾研修へ（～３１日）

（操法）　　　　１日、２日、８日、１２日、１５日、１７日、１８日、
　　　　　 　　　１９日、２２日、２３日、２４日、２６日
（出張操法）　１８日板橋
　　　

２００8年５月～２００8年９月天明・活動報告

１８：１５受付開始　　　１８：３０－２０：００終了予定

会場/ツカサ五反田本社５階
東五反田５－２２－３７　　
（ＪＲ五反田駅東口／都営浅草線五反田駅Ａ４出口より徒歩５分）

毎月第１木曜日は
「天明講演会」の日です天明 講演の会

講演終了後は
懇親会も行っております。
ぜひご参加ください。

2008年11月 6日（木）　　　自然の絆

12月 4日（木）　　　この世との絆

1月 8日（木）　初詣（神田明神）
　　

ホームページから
参加申し込みできます

342回

343回

2009年

８月 　１日　　岐阜県羽島、白水の滝行　板取川で水行（～３日）
　　　　７日　　天明講演会
　　　１０日　　伊東（ツカサ）　花火大会・按針祭（～１１日）
　　　１９日　　パラリンピックへ送金
　　　２０日　　八甲田山　～　十和田湖（～２１日）
　　　２２日　　角館　～　大曲（花火）（～２４日）
　　　２５日　　八甲田山の石（３つ）を届ける
　　　２７日　　息吹会
　　　３０日　　益子のカマ元へ（～９月１日）
　　　３０日　　Ｅさんに石預ける

（操法）　　　　５日、８日、９日、１４日、１９日、２５日、２９日、３０日
（出張操法）　８日板橋、１３日南木曾、２６日南木曾、２８日八王子

９月　　４日　　天明講演会
　　　１１日　　　金氏、手のひらの上に北まくらで横寝
　　　１３日　　　致知３０周年パーティー
　　　１６日　　　葉祥明先生へ　平野良代と
　　　１８日　　　山浦氏に１１日のことを伝える
　　　１９日　　　パソコンをフジカンパニー（株）よりひきつぎ
　　　２０日　　　島野先生来導
　　　２１日　　　七面山下見（～２２日）
　　　２３日　　　富士山と本栖湖、精進湖、西湖、根場（昼食）
　　　　　　　　　　河口湖
　　　２４日　　　息吹会
　　　２７日　　　孫の運動会へ
　　　３０日　　　ＡＭ１１.３３　Ｅさん帰国

（操法）　　　　５日、９日、１０日、１１日、１２日、１７日、１９日、
　　　　　　　　２０日、２４日、２５日、２６日
（出張操法）　３日板橋中央病院、　６日南木曾、
　　　　　　　　１０日板橋中央病院へ、１４日南木曾、
　　　　　　　　１５日板橋中央病院、１６日代々木、
　　　　　　　　１７日代々木、１８日代々木、
　　　　　　　　２２日下部、２８日南木曾、３０日八王子

新年会も開きます


